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記者発表

『令和３年度は公共工事を毎月1回一斉にお休みします』
～建設業の魅力を高めよう 週休二日制普及促進キャンペーン～

国土交通省では、建設業における週休二日の確保をはじめとした働き方改革を加速
させるため、「建設業働き方改革加速化プログラム」を策定しております。
そこで、当プログラムを踏まえ県内の行政機関及び建設業界団体が協働で、公共工

事を一斉にお休みする日（※）「週休二日制普及促進ＤＡＹ」を、令和元年度は３日間、
令和２年度は４日間設定し、建設業における働き方改革の一つとして取り組みを行いま
した。
令和３年度のキャンペーンは、令和６年度からの建設業への時間外労働の上限規制

が適用されることを見据え、統一的土曜閉所日の毎月１回の定着を目指し、建設業に
携わる関係者が一丸となって、県内の建設業の働き方改革の取り組みを推進していき
ますので、県民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

（※）災害等の緊急工事や工程上やむを得ない場合を除きます。

１．実施日

令和３年４月～令和４年３月 毎月第２土曜日 計 １２日間

２．主体（行政機関、建設業界団体）
○国土交通省 東北・北陸地方整備局 福島県内７事務（管理）所※１
○農林水産省 東北農政局 福島県内２事業所※２
○福島県
○福島県内市町村
○（一社）福島県建設業協会
○（一社）福島県建設産業団体連合会
〔※１ 福島河川国道事務所、郡山国道事務所、磐城国道事務所、小名浜港湾事務所、阿賀川河川事務所、

三春ダム管理所、摺上川ダム管理所〕

〔※２ 会津南部農業水利事業所、会津北部農業水利事業建設所〕

３．取組社数、団体数（予定）
○福島県建設業協会 加盟２３９社
○福島県建設産業団体連合会 加盟 ２４団体

＜ 記者発表先： 福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ ＞

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所
電話０２４－５４６－４３３１（代表）

副所長 種市 優（内線２０６）

福島県土木部 技術管理課 電話０２４－５２１－７４５８
主幹（兼）副課長 青木 康夫

一般社団法人福島県建設業協会 電話０２４－５２１ー０２４４
事務局長 浅沼 克義

令和 ３年 ３月 ８日
福 島 河 川 国 道 事 務 所
福 島 県
福 島 県 建 設 業 協 会



国土交通省 東北・北陸地方整備局 福島県内事務(管理)所
農林水産省 東北農政局 福島県内事業所

福島県・福島県内市町村
（一社）福島県建設業協会・（一社）福島県建設産業団体連合会

実施日
令和３年度
毎月第２土曜日

魅力ある建設業の実現のため、より良い仕
事ができるような環境づくりが必要です。
休日を取れる職場環境を目指して、福島県
内の公共工事を一斉にお休み※します。
皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。

※災害等の緊急工事、工程上やむを得ない
場合を除きます。

令和3年度は公共工事を
毎月1回一斉にお休みします

週休二日制普及促進DAY



福島河川国道事務所
Fukushima Office of River and National Highway

令和2年度
「週休二日制普及促進DAY」実施に関する

アンケート調査結果

（福島県内公共工事）

※一斉閉所実施日：令和2年7月11日、8月8日、9月12日、10月10日

令和３年3月8日記者発表
参考資料

【発注機関別回答件数】
・国 ７３７件
・県 ５９０件
・市町村 ５７１件

合計１，８９８件



令和2年度 週休二日促進ＤＡＹアンケート調査結果
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■国土交通省では、建設業における週休二日の確保をはじめとした働き方改革を
さらに加速させるため、「建設業働き方改革加速化プログラム」を策定し、建設業
の処遇改善や生産性の向上、担い手の確保に向けて様々な取り組みを推進して
いるところです。
このような背景を踏まえ、建設業における週休二日の促進を図るため、県内の行
政機関及び建設業界団体との協働により、公共工事を一斉に休みとする「週休二
日制普及促進DAY」を設定し、希望と魅力のある建設業の実現に向けて本年度も
取り組みを行いました。

※実施内容の詳細は令和2年6月16日付け記者発表を参照願います。
http://www1a.thr.mlit.go.jp/bumon/kisya/kisyah/images/81345_1.pdf

アンケート調査は、国土交通省県内7事務（管理）所、農林水産省東北農政局県
内2事務所、福島県及び福島県内市町村並びに一般社団法人福島県建設業協会
及び一般社団法人福島県建設産業団体連合会の協力により、公共工事に携わる
元請及び下請で働く（現場代理人、監理技術者、作業員等）1,898名の方々から回
答いただきました。

http://www1a.thr.mlit.go.jp/bumon/kisya/kisyah/images/81345_1.pdf


令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果
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■アンケート回答に関する情報

国（国土交通省、

農林水産省）
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福島県
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■あなたの職場での休日制度は？

・全体の約５割が「４週６休」。

18.2% 46.8% 5.7% 16.6% 7.9% 4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場での休日制度 （全体）

４週５休以下 ４週６休 ４週７休 ４週８休以上 不定期 未記入

令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果
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■週休二日制普及促進DAYを休日とし、週休二日を実施しました
か？

〇全体の結果
・4日間実施は約5割、それ以外は

約1割実施。 4日間とも実施
51%

3日間だけ実施
12%

2日間だけ実施
13%

1日のみ実施
10%

実施できなかっ

た・未記入
14%

実施した4日間の集計

実施した
69%

実施でき

なかった
22%

未記入
9%

7月11日（土）

実施した
65%

実施できな

かった
26%

未記入
9%

8月8日（土）

実施した
72%

実施できな

かった
21%

未記入
7%

9月12日（土）

実施した
75%

実施できな

かった
18%

未記入
7%

10月10日（土）

令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果
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■実施できなかった理由は何ですか？

・「当初から休日作業を見込んで工程を計画しているため」が最も多い。

令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果
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地元や関係機関との協議により休日作業となるため

実施する必要性を感じなかったため

作業員が土曜日等の作業を望んでいるため

当初から休日作業を見込んで工程を計画しているため

実施できなかった主な理由（全体）
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■「週休二日制普及促進DAY」を実施した方にうかがいます。
実施してみてどうでしたか？

・全体で約5割が「良かった」と回答。

・立場別は、現場で働く方々は約6割が「良かった」、経営者等は約5割が

「良かった」と回答。

良かった
51%

良くない
4%

どちらとも言

えない
31%

未記入
14%

実施してどうか？ （全体）

令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果
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■週休二日制を普及させるキャンペーンを今後も行った方が良い
ですか？

〇「拡大して実施」が約3割、「現状程度で実施」が約6割、今後も続けていく

ことを望む人が約9割。

拡大して実施（日

数を増やしてほし

い）
33%

現状程度で実施

（時期変更を含む）
56%

やめるべき
7%

未記入
4%

今後も行った方が良いか？ （全体）

令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果
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■「拡大して実施」又は「現状程度で実施」を選択した方にうかがい
ます。週休二日制を普及させるためのキャンペーンの実施時期
はいつ頃が良いですか？

〇4月～10月が多い。
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実施時期はいつ頃が良いか？ （全体） ※複数回答あり

令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果
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■あなたの立場では、週休二日制の普及を促進する上で発注者
に何を求めますか？

〇発注者に求めることとしては、「余裕を持った工期の設定」が最も多く、次い

で「労務単価のアップ」が多い。
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資材費のアップ

発注者からの指導

必要性のアピール

発注者の意識改革

歩掛りのアップ

諸経費のアップ

労務単価のアップ

余裕を持った工期の設定

発注者に何を求めますか？（全体）
※複数回答あり

令和２年度 週休二日制普及促進ＤＡＹアンケート調査結果


